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近年、大規模な自然災害が増加し、その被害が大きくなる中で、企業や学校、そして地域社会における

事業継続計画（BCP）の重要性はますます高まっています。弊社は以前より災害時の電力確保を住民の

命を守る喫緊の課題と捉え、災害に強いLPガスを活用した解決策を推奨してまいりました。今回のセミ

ナーを通じて、実際の被災体験から得られた貴重な教訓を地域の皆様と共有できたことは、地域全体

の防災力向上に繋がるものと確信しております。また災害対応型バルク供給システムの推奨や、小型

ガスボンベを活用した仮設給湯器の設置サービス「おたすけ給湯サービス」の展開など、災害時や突然

のトラブル時にもスピーディで柔軟な対応が可能なエネルギー供給体制の構築を行っております。今後

もエネジンは、地域密着型の総合エネルギー企業として、LPガスなどの分散型エネルギーの強みを活

かし、お客様の安全で安心な暮らしを支えるインフラ構築に貢献してまいります。
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